
■特殊解こそ一般解■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 283号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：読書レポート  

 

今回のブログ記事は、福岡伸一著「動的平衡」に触発された話なんですが、この本、ホントに面白かったので、

目次をご紹介いたします。 

 

動的平衡 生命はなぜそこに宿るのか 

第１章 脳にかけられた「バイアス」―人はなぜ「錯誤」するか 

第２章 汝とは「汝の食べた物」である―「消化」とは情報の解体 

第３章 ダイエットの科学―分子生物学が示す「太らない食べ方」 

第４章 その食品を食べますか？―部分しか見ない者たちの危険 

第５章 生命は時計仕掛けか？―ＥＳ細胞の不思議 

第６章 ヒトと病原体の戦い―イタチごっこは終わらない 

第７章 ミトコンドリア・ミステリー―母系だけで継承されるエネルギー産出の源 

第８章 生命は分子の「淀み」―シェーンハイマーは何を示唆したか 

第９章 動的平衡を可視化する―「ベルクソンの弧」モデルの提起 

 

動的平衡 ２ 生命は自由になれるのか 

第１章 「自由であれ」という命令―遺伝子は生命の楽譜にすぎない 

第２章 なぜ、多様性が必要か―「分際」を知ることが長持ちの秘訣 

第３章 植物が動物になった日―動物の必須アミノ酸は何を意味しているか 

第４章 時間を止めて何が見えるか―世界のあらゆる要素は繋がり合っている 

第５章 バイオテクノロジーの恩人―大腸菌の驚くべき遺伝子交換能力 

第６章 生命は宇宙からやって来たか―パンスペルミア説の根拠 



第７章 ヒトフェロモンを探して―異性を惹き付ける物質とその感知器官 

第８章 遺伝は本当に遺伝子の仕業か？―エピジェネティックスが開く遺伝学の新時代 

第９章 木を見て森を見ず―私たちは錯覚に陥っていないか 

第１０章 「動的平衡」時間論―世界は流れゆく 

 

動的平衡 ３ チャンスは準備された心にのみ降り立つ 

第 1章 動的平衡組織論 

第 2章 水について考える 

第 3章 老化とは何か 

第 4章 科学者は、なぜ捏造するのか 

第 5章 記憶の設計図 

第 6章 遺伝子をつかまえて 

第 7章 「がんと生きる」を考える 

第 8章 動的平衡芸術論 

第 9章 チャンスは準備された心にのみ降り立つ 

第 10章 微生物の狩人 

 

分かりやすい本なので、マジ、ご一読をお勧めします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：特殊解こそ一般解 

 

先日の連休は、福岡伸一著、動的平衡１・２・３を一気に読んだ。 

この本で、彼は「生命とは何か」というテーマに対し「動的平衡」という答えを提示することで、自分の意見を

述べている。 

生命は精密な機械ではなく、膨大な物質が「揺れ動きながらバランスを保っている状態」であると説明する。 

人間は食べ物を吸い込んだ酸素で燃やして動き、その燃えカスを排せつしているのでなく、食べたものをすべて

分子レベルに分解し、体内の各所で必要な物質に組み立てて、置き換えることで要らなくなった古い物質を分解

し再利用したり排泄しているという。 

人間が 1 日に飲む水の量は 1 リットル程度だが、体内を循環して腎臓を通過する血液の量は 1 分当たり 1 リッ

トルなので、なんと 1日当たり 1.44トンになる。 

つまり、うんちやおしっこなどの排泄物は、高度なリサイクルが行われた残りのわずかなゴミと言える。 

・ 

僕はこの本を読み進むうちにどんどん引き込まれ、夢中になり、大いに感動した。 

そして同時に、「なぜ僕は、この本にこれほど感動するのだろう？」という疑問がわいてきた。 

だが、その答えはすぐに出た。 

それは、この凄い仕組みが「僕自身」のことだから。 

さらに言えば、「僕やあなたを含むすべての生き物」のことだから。 

だからこの本を読むと、話は人間のことよりも、すべての動物はもちろんのこと、植物や単細胞生物、そしてウ

ィルスや分子の話を行き来する。 

と言っても、ピンとこないと思うので、本書の内容をもう少しご紹介しよう。 



・ 

そもそも太古の生命は、すべて 1つの細胞でできた単細胞生物で、１つの細胞が 2つに分裂するたびに分かれて

生きていた。 

ところが、10億年前の地層から複数の細胞が分かれずにまとまって生きる多細胞生物が見つかった。 

最古の生物が 35 億年前の地層から見つかっているので、この進化を遂げるのに 25 億年もかかったことになる。 

多細胞生物とは、細胞分裂しても別れずに 2→4→8→16→32・・・と分裂を繰り返し、胚（はい）と呼ばれるか

たまりとして成長する。 

この分裂は、DNA を含む丸ごとコピーで繰り返されるが、やがて役割の違う細胞を作り出す「分化」というプ

ロセスが始まる。 

DNA という設計図はすべてが同じなのに、なぜ違う細胞に分化するのかは、是非この本を読んで欲しい。 

ついでに言うと、分化が始まる前の「何になるか決まる前＝何にでもなれる細胞」を「ES 細胞」と言い、分化

が始まった後でもそれをリセットした細胞を「iPS細胞」と言うことなど、この本を読むとよくわかる。 

・ 

話を本題に戻そう。 

僕がこうしてブログを書き、それをメルマガに載せて名刺交換したすべての人に送り付けるのは、僕が「すべて

の人」に何かを伝えたいからだ。 

僕は、一人にしかできないことにはあまり興味がない。 

僕がすべての人に伝えたいこととは、すべての人が感じたり、考えたり、そしてできることだ。 

例えば、甲子園で優勝したり、オリンピックで金メダルを取るのは、誰にでもできることじゃないので、いくら

論じたところで、他人事を想像しているに過ぎない。 

僕は、自分が当事者として感じ・考え・実行できないことを、同じく感じ・考え・実行できない人と語り合いた

くない。 

・ 

例えば先日のブログで、僕は皆さんに「王様と金持ちとではどちらになりたいか？」と問いかけた。 

もちろん僕のおススメは王様の方だ。 

なぜなら、誰もが金持ちになることはできないが、誰もが王様になることはできるから。 

一軒の家など、自分一人の小さな国なら、誰でも王様になれると僕は思う。 

だが、多くの人は決してそんな風には思ってくれないし、むしろ「王様になどなれるはずかない」と思い込んで

いる。 

この思い込みを壊したいという願いに、答えてくれたのがこの本だった。 

この本の目的は、「人間は自然が作り出した精密な仕組みだ」という思い込みを壊すことであり、まさに僕はその

思い込みを壊すことを、身を持って体験した。 

・ 

その結果、僕が気付いたのは「思い込みを壊すプロセス」という時間経過の重要性だ。 

これまで僕は、自分の着想や考え方は、僕自身の思い付きでなく過去の歴史に基づいているという自負があり、

その歴史を振り返り確認することで、周囲の思い込みを打ち壊せば、理解を得られると思い込んでいた。 

端的に言えば、僕が正しくて、周囲が間違っているという思い込みであり、これこそが間違いだ。 

僕に断言できることは、僕自身が今の僕にたどり着いたプロセスだけで、僕が見せることができるのは、まさに

今現在の僕という動的平衡状態だ。 

僕の言うことを、僕を知る人にしか理解してもらえないことが、それを証明している。 

だとすれば、すべての人に語り掛けることはやめないが、焦るのはやめて、一人ずつに向き合っていこう。 

すべての人が王様になれるよう、国や地域を作りまくろう。 



そうやって、全ての人の特殊解を導き出すことが、きっと僕の提示すべき一般解だ。 

 

http://nanoni.co.jp/20200925// 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）09/28 ■◎作業日 09-19時（自宅） 

 20-22時 ■王様の起業の始め方_1（リモート） 

（火）09/29 ■◎作業日 13-21時（自宅） 

 10-12時 ■HFA定例会議（渋谷・リモート） 

（水）09/30 ■◎作業日 09-21時（自宅） 

（木）10/01 ■◎作業日 09-21時（自宅） 

（金）10/02 ■◎作業日 09-21時（自宅） 

（土）10/03 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）10/04 ■◎休業日 13-18時（自宅） 

 

■その後の予定 

10/05 20-22時 ■王様の起業の始め方_2（リモート） 

10/08 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

10/08 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

10/08 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/09 19-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

10/15 10-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

10/10 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

10/12 20-22時 ■王様の起業の始め方_3（リモート） 

10/17 10-12時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

10/19 20-22時 ■王様の起業の始め方_4（リモート） 

10/22 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/24 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

10/25 10-11時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10月例会（飯能） 



 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


